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隷酌性質の湊より寒繭粥や渦巻室等の裏蔽、謄行へば猿く、その他耐

細生砲金不錨鋼落を使彫れば菊需上滋鞍い斌鋳蜘鷲のまx・’〈；’N

は全く婁粛的では魯く，2遇画位で・使用不ぢ槌どなる．ミの他姦張b観

て披猿：ゴムを・使浦するOとも適：豊と老えられる．ヌ坑内水は北学水であ

る故ポシフ・蓮鉱の際聖：所灘注が：惣り場くこれによる1澄舷に封して2、

夢乞分：暑慮、すべ｛iζのと考・え噛る。

　なお秦内珊搬の損耗状態劫臭て鉱山用ポンプに対してはあしろ察

内胴識を轟止駅醜あとも考之られ，この良回戴ては今椴犬いに検計を

要ずべ創的顯と考えられ瓦ヌ比較的向愚魂愈れぬ醜管は鉱山ボンザ計
’翻亮爵して綜特に重要視きれるべぎものである。

　：贔償に本雲．験は鉱山にて行ひしものにして資オ才、雲盛譜備箸・不備の

戯隊効充雑は満財べ縦の腋・・馳棚鶴る．


